
                                     
 
 
 
 
 

                                     

                                     

     
 
 

                                      

      
 

                               

☆あみもの           1 日 

☆Ｎ Ｆ Ｃ      ２8 日、4・１1 日 

☆スマイル   19・27 日、3・10 日 

☆書道教室     30 日、6・13 日 

☆パン教室           9 日  
             

 

◎和田中資源物回収    17 日(日) 

◎和小親子清掃      23日（土） 

◎老ク清掃活動（和小）   6 日（土） 

◎小・中合同運動会    13 日（土) 

※チャレンジセミナー   19 日（火） 

※木のおもちゃづくり    20 日（水） 
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◎行事、※学級、☆グループ活動 の予定（８月１６日～９月１５日） 

※紙コップロケット           26 日（火） 

☆ピンポン      １6・２3・３0 日、6・１3 日 

☆和田グリーナリ       １8・２5 日、1・8 日 

☆フラワーアレンジメント        24日 

☆和田空手スポ少    ２1･２8 日、4･11 日 

☆コーラス               25 日、8日 

 

◎ 花火、賞品の提供、ご寄付など多

大なご協力をいただき誠にあり

がとうございました｡  

 和田の里納涼夏祭り 

実行委員長 松尾祐輔 

 

 

「和田の里納涼夏祭り」 

 

「２０１４和田の里納涼夏祭り」の開催、

誠におめでとうございます。 

心からお祝い申し上げます。 

和田地区の夏の風物詩である「和田の

里納涼夏祭り」には、地域の子供からお

年寄りまで、さらにはお盆で帰省されたご

家族の皆様も加わり、毎年盛り上がってい

るとお聞きしております。 

たくさんの笑顔が集うこの行事は、まさ

に「祭りという名の宝物」です。 

今宵も多くの皆様のご参加のもと、趣向

を凝らしたイベントで、“真夏のUTG（宴）”

が大いに盛り上がることを期待しておりま

す。しばし暑さを忘れ、夏の夕べのひとと

きをお楽しみください。 

最後になりますが、連日の猛暑の中、

ご準備に奔走されました実行委員の皆様

に深く敬意を表しますとともに、本日ご参

集の皆様方のご健勝とご多幸を心からお

祈り申し上げます。 

平成２６年８月１３日 

        周南市長  木村健一郎 

 

 

 

 

 

 

日 時 ９月２５日（木） 

    10時から 13時 

場 所 和田公民館 

内 容 式典 

    児童お祝いのことば 

    園児お祝いのことば 

    アトラクション 

    （米光一座、カラオケ等） 

その他 マイクロバス運行困難 

 な地域も送迎車を運行 

 いたしますので連絡を 

 お願いします。 

 

 

市長メッセージ 

 

主催 和田地区社会福祉協議会 

れい明 
スタッフ一同、みなさんのご来場を 

心からおまちしております。   
 

チャレンジセミナーご案内 
 
日時 8月 19日（火） 
      7：30～17：30 
場所 広島方面 
    ・おたふくソース 
    ・広島交通科学館 
会費 5,000円 
持参物 エプロン、三角巾、マス    
    ク、飲み物 



 

      

去
る
、
8
月
1
日
に
開
催
さ
れ

た
、
祝
う
会
に
、
各
種
団
体
か
ら
41

名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

              
 

ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
会
で
し
た
が
、

各
団
体
の
Ｐ
Ｒ
、
和
田
中
応
援
歌
の

復
活
の
披
露
な
ど
充
実
し
た
内
容

で
司
会
を
務
め
た
佐
藤
君
の
進
行

も
絶
妙
で
し
た
。 

 

今
回
、
節
目
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
後
継
続
し
て
い
く
、
大

き
な
活
力
に
な
っ
た
こ
と
と
確
信

し
ま
す
。 

 

発
起
人
を
務
め 

ら
れ
た
、
伊
藤
禎 

亮
さ
ん
、
国
本
研 

二
さ
ん
、
会
計
の 

渡
辺
龍
夫
さ
ん
、 

司
会
の
佐
藤
貴
志 

さ
ん
お
疲
れ
様
！ 

       

現
在
、
歌
わ
れ
て
お
ら
ず
、
記
録
も

無
い
応
援
歌
で
す
が
、
平
成
26
年
2

月
15
日
号
の
れ
い
明
で
、
ご
存
じ
の
方

を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
し
た
。
歌
詞
が

良
か
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
是

非
、
記
録
に
残
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

で
し
た
。 

 

以
下
、
届
い
た
歌
詞
を
披
露
し
ま
す
。 

一 

千
石
下
し
に
身
を
鍛
え 

佐
波
の
流
れ
に
肌
熱
き 

見
よ
や
選
手
の
面
影
を 

勝
算
胸
に
隈 く

ま

も
な
き 

血
潮
に
猛 た

け

し
健
児
ら
の 

鹿
を
追
う
べ
き
時
は
今 

二 

朦
朧

も
う
ろ
う

た
る
や
船
外

せ
ん
が
い

の 

水
平
線
上
赤
き
月 

鎧
よ
ろ
い

の
袖
の
一
振
り
に 

も
の
を
も
言
わ
ず
に
追
い
返
す 

見
よ
や
わ
が
友
我
が
健
児 

こ
れ
ぞ
我
が
中
健
児
か
な 

 
 

40
数
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
か
？ 

            
 

                      
「
Ｎ
７
埋
立
地
」
と
「
ペ
ガ
サ
ス
」

の
施
設
見
学
で
は
、
分
別
収
集
の
重

要
性
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
最
終
処
分
場
の
概
要
・
運
営
等

に
つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
周
南
市
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
自
主
防
災
研
修
で
は
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
防
災
対
策
や
準
備

等
の
必
要
性
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。 

  
 

去
る
、
7
月
29
日
海
峡
メ
ッ
セ
下

関
に
お
い
て
、
山
口
県
自
治
会
連
合

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
組
織
功

労
者
表
彰
（
会
長
表
彰
）
と
し
て
、

尾
﨑
眞
男
さ
ん
（
垰
の
畑
自
治
会
長
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
周
南

市
か
ら
は
、
外
3
名
の
受
賞
が
あ
り

ま
し
た
。 

       

  

 

          

自
動
車
ポ
ン
プ
基
本
操
法
の
部

に
、
和
田
南
支
部
が
出
場
さ
れ
健
闘 

さ
れ
ま
し
た
。 

   

サ
ル
を
見
か
け
た
ら
、
和
田
支
所

ま
で
早
急
に
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

☎
67-

2

1

1

1 

 
8 月１日現在 

 

世帯数   677 世帯   (-2） 

総人口     1,492 人    (-6） 

     男  728 人    （-2） 

     女  764 人    (-4) 

 

 65 歳以上    640人(+2) 

     （  ）内は対前月比 

和田の人の動き 

 

ご
寄
附
あ
り
が
こ
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

和
田
中
学
校 

応
援
歌
復
活
！ 

れ
い
明
３
５
０
号
達
成
記

念
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
２
５

周
年
を
祝
う
会
盛
会
裡
に
終

了 

 

第
12
回
周
南
市 

消
防
操
法
大
会 

 

（
歌
詞
の
意
味
に
つ
い
て
） 

＊
隈
も
な
き
：
ぬ
か
り
が
な
い 

＊
血
潮
に
：
激
し
い
情
熱
や
感
情 

＊
猛
し
：
勢
い
が
盛
ん 

＊
鹿
を
追
う
：
「
鹿
」
は
帝
位
の
意

味
。
帝
位
を
得
よ
う
と
争
う 

＊
朦
朧
た
る
：
ぼ
ん
や
り
と
か
す
ん

で
は
っ
き
り
見
え
な
い
さ
ま 

＊
水
平
線
上
赤
き
月
：
日
露
海
戦
で

の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
？ 

＊
鎧
の
袖
の
一
振
り
：
よ
ろ
い
の
袖

が
わ
ず
か
に
触
れ
た
だ
け
で
、
敵
が

即
座
に
倒
れ
る 

 

財
間
辰
夫
君
（
相
模
原
市
在
住
）

安
野
博
明
君
（
下
上
在
住
）
に
感

謝
し
ま
す
。 

今
後
、
楽
譜
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。 

 

 

  

自
治
会
和
田
支
部
研
修
報
告 

 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 

 

山
本
恵
美
子
様
（
和
田
）
よ
り
亡

夫
達
雄
様
の
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
た
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
謹
ん
で
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

和
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

表彰状を手に、尾﨑さん 於下関 

～
公
共
施
設
視
察
研
修
と 

自
主
防
災
研
修
を
実
施
～ 

７
月
23
日
（
水
）
に
、
自
治
会
連

合
会
和
田
支
部
と
環
境
衛
生
自
治
会

連
合
会
和
田
支
部
の
ご
協
力
に
よ

り
、
周
南
市
Ｎ
７
埋
立
地
と
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
「
ペ
ガ
サ
ス
」
の
視
察

と
、
自
主
防
災
研
修
を
実
施
し
、
13

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
Ｎ
７
埋
立
地
」
と
「
ペ
ガ
サ
ス
」

の
施
設
見
学
で
は
、
分
別
収
集
の
重

要
性
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
最
終
処
分
場
の
概
要
・
運
営
等

に
つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
周
南
市
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
自
主
防
災
研
修
で
は
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
防
災
対
策
や
準
備

等
の
必
要
性
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た 

サ
ル
情
報
は
和
田
支
所
へ 


